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広
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思いやり 支え合い 手と手をつなぐ 大家族たかはま

主
な
内
容

◎特集　高浜おまんと祭り…………………………	P2
◎第13回鬼みちまつり	……………………………	P4
◎高浜市公式フェイスブック始めました…………	P6
◎市民予算枠事業提案募集…………………………	P7
◎「前期基本計画の総括」が提出されました………	P12

　９月７日に、市内で総合防災訓練が実施されました。
７時30分の防災行政無線の放送を聞いて、皆さんも
タオルがけ訓練に参加したのではないでしょうか？今年
は、吉浜小学校区をモデル地区として、市民の皆さんが
一丸となって、避難所開設訓練などを行いました。

災害に強いまち
へ

自分たちで考え
て

行動する！
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高
浜
お
ま
ん
と
祭
り
は
、
駆
け
る
馬
と
人
が
一
体
に
な
っ
て
勇
敢
に
走
る
姿
が

ニ
ュ
ー
ス
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
市
外
県
外
か
ら
も
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

そ
の
歴
史
は
、
最
も
古
い
も
の
で
享
和
３
年
（
１
８
０
３
年
）の
記
録
が
残
っ

て
お
り
、
雨
乞
い
の
祭
礼
が
特
に
日
を
定
め
ず
に
行
わ
れ
、
獅
子
が
奉
納
さ
れ
て

い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

祭
り
の
シ
ン
ボ
ル
の
神
馬
は
、
元
来
、
雨
乞
い
祈
願
に
黒
馬
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
近
年
は
白
馬
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
チ
ャ
ラ
ボ
コ
」と
呼
ば
れ
る
独
特
の
お
囃は
や

子し

の
音
色
が
、
祭
り
を
盛
り
立
て
ま

す
。
朝
、
こ
の
音
色
が
ま
ち
に
響
く
と
お
ま
ん
と
祭
り
の
は
じ
ま
り
で
す
。

　

今
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
昭
和
44
年
ま
で
、
春
日
神
社
へ
の
途
中
で「
ト
オ
シ
」

と
い
う
直
線
の
道
路
で
馬
を
走
ら
せ
る
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ち
な
か
を
疾
走

す
る
馬
の
姿
を
想
像
す
る
だ
け
で
大
迫
力
で
す
ね
。

　

明
治
時
代
よ
り
10
月
３
日
、
４
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
51
年
か
ら

10
月
の
第
１
日
曜
日
と
そ
の
前
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
土
日
に
変

更
さ
れ
る
前
は
、
祭
り
に
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
が
休
み
に
な
っ
た
と

い
い
ま
す
。そ
れ
ほ
ど
、ま
ち
全
体
が
祭
り
一
色
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

時
代
の
流
れ
の
中
で
変
化
を
と
げ
な
が
ら
も
、
市
民
に
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
続
け

る
こ
の
祭
り
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
家
族
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

【
参
考
文
献
：
高
浜
市
誌
資
料
（
八
）「
高
浜
の
お
ま
ん
と
」】

10
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰
開
催

場
所
　
春
日
神
社
・
八
剱
社問合せ先

　市文化スポーツグループ
　☎ 52-1111（内線 330）

特集

▲祭りのシンボルである “ 神馬 ” 
　背に飾った御幣（ごへい）は縁起物
　として祭りのあとに配られる。
　（写真は昨年。今年の神馬は碧海町）

高
浜
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 

 
高
浜
お
ま
ん
と
祭
り
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高
浜
の
お
ま
ん
と
祭
り
を
保

存
・
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
高

浜
お
ま
ん
と
祭
り
保
存
会
を
平
成

17
年
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
保
存

会
メ
ン
バ
ー
は
、
理
事
・
役
員
が

90
人
ほ
ど
で
、
お
祭
り
で
は
、
保

存
会
の
事
業
部
が
、
高
浜
地
区
氏

子
委
員
会
の
依
頼
に
よ
り
、
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
の
運
行
、
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
、
ポ
ス
タ
ー
製
作
、
仮
設
ト

イ
レ
や
場
内
の
ご
み
箱
の
設
置
・

撤
去
、
広
域
宣
伝
な
ど
、
裏
方
と

し
て
祭
礼
実
行
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。

　

昔
か
ら
の
し
き
た
り
を
守
る
こ

と
も
大
事
で
す
し
、
伝
統
を
変
え

る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
馬
場

へ
女
性
は
絶
対
に
立
ち
入
れ
な

か
っ
た
の
が
、
平
成
15
年
ご
ろ
か

ら
女
の
子
も
馬
場
へ
入
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
小
若

衆
（
小
・
中
学
生
の
参
加
者
）も

女
の
子
が
増
え
、
時
代
の
流
れ
を

感
じ
ま
す
ね
。

　

見
ど
こ
ろ
は
、
駆
け
馬
は
い
う

ま
で
も
な
く
、
早
朝
６
時
ご
ろ
か

ら
で
す
が
、「
デ
」と
い
う
春
日
神

社
へ
向
け
て
、
洲
崎
公
園
（
旧
境

内
）か
ら
各
町
の
馬
目
付
、
若
衆

頭
、
若
衆
、
小
若
衆
と
馬
が
行
列

で
市
内
の
ま
ち
並
み
を
練
り
歩
く

よ
う
す
や
、
逆
に「
ヒ
ケ
」と
い
う

初
日
は
八
剱
社
か
ら
も
ら
っ
た
神

火
の
と
も
さ
れ
た
高
い
提
灯
を
先

頭
に
各
町
へ
帰
る
行
列
も
見
ご
た

え
が
あ
り
ま
す
。

　

高
浜
小
学
校
の
前
な
ど
で「
オ

ク
リ
」と
い
う
各
町
と
の
別
れ
の

あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
互

い
に
祭
り
の
成
功
の
お
礼
を
か
わ

し
合
い
、
何
と
も
言
え
な
い
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
駆
け

馬
以
外
も
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　

高
浜
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
お
ま
ん
と

祭
り
が
末
代
ま
で
続
く
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
高
浜
の
財

産
で
す
か
ら
。

覚
え
て
い
ま
す
か
？

　
　
昔
の
お
ま
ん
と
風
景

高
浜
お
ま
ん
と
祭
り
保
存
会
の
方
に

聞
き
ま
し
た
！

　
保
存
会
と
は

　
お
祭
り
の
見
ど
こ
ろ

　
今
後
に
向
け
て

　
時
代
に
あ
わ
せ
て

▲小若衆（こわかいしゅう）が馬と
　走る姿もほほえましい。▲

昭和 39 年ごろ
の馬場

▶
昭
和
39
年
ご
ろ
の
「
ト
オ
シ
」

（
右
）
書
記　
神
谷
安
直
さ
ん
（
青
木
町
）

（
中
）
会
計　
都
築
富
也
さ
ん
（
沢
渡
町
）

（
左
）
書
記　
浅
岡
菊
雄
さ
ん
（
稗
田
町
）

▲神馬町を先頭に各町が宿へ帰る「ヒケ」の途中、
　分岐点で挨拶を交わす「オクリ」

▲チャラボコの音色に、血が騒ぐ市民も
　多い。
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車両通行止め　　　　の部分
規制区間　鬼みち（高浜港駅西交差点↔かわら美術館）
規制時間　午後3時30分～7時30分

〈駐車場の案内〉
　会場周辺が混雑することが予想されるため、できるかぎり公共交通機関または臨時シャトルバス（吉浜人形前発・
中央公民館発）を利用してください。
※詳細は、高浜市観光協会ホームページ　http://kankou-takahama.gr.jp/ を参照してください。

問合せ先　鬼みちまつり実行委員会事務局（高浜市観光協会内）　☎ 52-2288

＜交通規制のお願い＞
　※係員などの指示にしたがってください。

交通規制図　

　鬼みちの沿道に鬼あかり（瓦製ランプシェード、ペット
ボトル製ランプ）が飾られ、幽玄な雰囲気のなかを散策す
ることができます。地元グルメの出店やチャラポコ踊りな
どもお楽しみください。
と　き　10月25日（土）
　　　　午後１時～７時30分（小雨決行）
　　　　※鬼あかり点灯は午後5時～
ところ　鬼みち／名鉄高浜港駅
　　　　　　　　　　　～森前公園（かわら美術館）

第13回

鬼みちまつり

森前公園

高
浜
港
駅

浜地蔵尊

常照院

かわら
美術館
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鬼みちまつり撮影会 高浜市観光協会
ボランティア

スタッフ募集 !

銭太鼓おどり参加者募集

「笑顔の写真展」開催 きぬうら☆うらら音楽祭
in 刈谷ハイウェイオアシス

　鬼あかり（瓦製ランプシェードなど）で彩る鬼みちまつりを、
あなたの思い出に残る写真にして応募してみませんか。
　※カメラはアナログ・デジカメ不問
　※写真の応募サイズは四つ切
　※当日本部で配布する応募規定を参照
応募締切　11月13日（木）午前中必着
応 募 先　〒444－1332　高浜市湯山町六丁目６－４
　　　　　高浜市女性文化センター内高浜市文化協会事務局
発　　表　12月上旬に入賞者本人に通知
問合せ先　高浜市文化協会　☎52－2983

　観光推進で高浜をいっしょに盛り
上げませんか。高浜が好きな人、高
浜を発信したい人、高浜の魅力を再
発見したい人は、高浜市観光協会ま
で問い合わせてください。
問合せ先
高浜市観光協会事務局
☎52－2288

　「鬼みちまつり」の銭太鼓踊りに参加できる小学生の女の子を
募集します。
募集人数　10人					応募締切　10月10日（金）
参 加 費　無料　　練 習 日　10月19日（日）～24日（金）
衣　　装　	花笠、手甲、脚絆、たすき、腰巻、草履は、保存会

で準備します。
問合せ先　えんちょこ獅子保存会
　　　　　野口正健　☎53－5922

　子ども市民憲章啓発事業「笑顔の写真」募集にた
くさんの応募をいただき、ありがとうございまし
た。
　応募作品の展示を行いますので、ぜひお越しく
ださい。なお、応募作品は、今後の広報などで紹
介していく予定です。

　音楽をとおした衣浦定住自立圏域（刈谷市、知
立市、高浜市、東浦町）の交流イベントとして、
圏域の小学生や中学生による吹奏楽などの演奏や
地元音楽団体による音楽演奏などのステージイベ
ントを実施します。また、会場では、各市町のＰ
Ｒブースを設け、地域の特産品の紹介や販売も行
います。
と　き　10月18日（土）　午前10時～午後４時
ところ　刈谷ハイウェイオアシス
　　　　テント広場特設ステージ

問合せ先　市文化スポーツグループ
　　　　　☎ 52-1111（内線 330） 問合せ先　刈谷市観光協会　☎ 23-4100

写真展
と　き　10月１日（水）～11月30日（日）
ところ　いきいき広場３階
　　　　高浜市立図書館
人気投票
　10月１日（水）～15日（水）に、応募作品の人
気投票を行います。最も人気のあった写真を「人
気賞」として選び、後日表彰式を行います。ぜひ、
投票にきてください。
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いいね！で、ツナガル

　

市
で
は
、
広
報
た
か
は
ま
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
加
え
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
交
流

サ
ー
ビ
ス
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

（facebook

）」を
使
っ
た
市
政

情
報
な
ど
の
配
信
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
話
題
な
ど
、
高
浜
市
の

「
い
い
！
」と
こ
ろ
や「
高
浜
市
の

今
」を
発
信
し
、
広
報
紙
だ
け
で

は
紹
介
し
き
れ
な
い
情
報
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
掲
載
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジ
の
顔
と
も
い
え
る
カ
バ
ー
写

真
（
画
面
上
部
に
あ
る
大
き
な
画

像
）は
、
不
定
期
で
変
更
し
ま
す
。

ど
ん
な
写
真
に
な
る
か
は
お
楽
し

み
に
・
・
・
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
の「
い
い
ね
！
」

を
待
っ
て
い
ま
す
。

※
コ
メ
ン
ト
へ
の
返
信
に
つ
い
て

　

書
き
込
み
の
あ
っ
た
コ
メ
ン
ト
な
ど
の
感
想
や
意

見
は
今
後
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
か
ら
は
返
信
し
ま
せ
ん
の
で
、
市
へ
の

質
問
な
ど
回
答
が
必
要
な
場
合
は
、
メ
ー
ル
な
ど
で

直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問合せ先　市総合政策グループ　☎ 52-1111（内線 332）

高
浜
市

　
　
　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

始
め
ま
し
た

公
式

　市ホームページにある「facebook」のバナーをク
リックして、高浜市公式フェイスブックを見てくだ
さい！
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申込・問合せ先　市総合政策グループ　☎ 52-1111（内線 339）

市民予算枠事業とは？
　地域の「いいところ」（長所・魅力）や「心配なところ」（課題・問題）を一番よく知っているのは、その地域で暮
らす市民の皆さんです。
　市では、個人市民税の５％の額を「市民予算枠」として設定し、市民の皆さんからお預かりした税金を、地域の
ために有効に役立てるため、交付金としてお渡ししています。それぞれの地域の特徴を踏まえ、地域にとって最
もふさわしい方法で課題を解決したり、地域の魅力・よさを磨いていくことによって、地域に愛着・誇りを持ち、
住んでよかったと思える高浜市、人もまちも元気があふれる高浜市をみんなで力を合わせて築いていくことを目
的としています。
　「市民予算枠事業」の平成27年度に向けた新規提案を、下記のとおり募集します。

提案方法など詳しくは問い合わせてください。

　▲高浜南部まちづくり協議会
　　「子どもの健全育成事業」
　　（ペーパークラフト講座）

　　▲渡し場かもめ会　
　　　「美しい海をふたたび事業」
　　　（干潟の生き物を調べよう）

地域の「どうしよう？」を解決し、「こうしたい！」を応援する

市　民　予　算　枠　事　業
（地域内分権推進型、協働推進型、市民提案型）

提 案 募 集

「地域内分権推進型」
■交付対象団体・実施団体　まちづくり協議会およびその構成団体
■内容　
　	　まちづくり協議会や町内会などの地域団体が実施主体となり、小学校区の範
囲で「いいところ（長所・魅力）」や「心配なところ ( 課題・問題 )」を踏まえたうえ、
地域をよりよくしていくための取組みを緊急性・重要性を考慮しながら優先順
位づけし、市に提案してください。実施する団体に交付金を交付します。

■審査方法　書類審査
■平成27年度提案締切　平成27年１月30日（金）
※詳しい内容説明を希望する団体には、「出前説明会」を行います。

「協働推進型」
■交付対象団体・実施団体
　まちづくりパートナーに登録された市民公益活動団体
　※まちづくりパートナーへの登録は随時行うことができます。
■内容
　	　市内全体の利益、または課題の解決となる、実行可能なプランを提案してく
ださい。実施する団体に交付金を交付します。

■審査方法　書類審査・公開審査（プレゼンテーション）
■平成27年度提案締切　平成27年１月30日（金）

「市民提案型」
■提案者
　市民、市民公益活動団体
■内容
　	　市民の皆さんと行政が互いに持ち味を活かしながら連携することにより、市内全体の利益や課題の解決
につながる実行可能なプランを提案してください。採択された場合は予算化し、市が実施します。

■審査方法　書類審査・公開審査（プレゼンテーション）
■平成27年度提案締切　平成26年10月31日（金）



広 報 た か は ま 　H26.10.1　■ ■ ■ ■ 　8

ひろげよう!まちづくりの輪
～手と手をつなぐ 大家族リレー～

▲ “ 大家族たかはま ” の火文字。
　まるで地域の熱い絆を象徴しているか
　のようです。

　市民予算枠事業（地域内分権推進型）交付金を活用して、各地域のまちづくりに取り組んでいる団体の皆
さんを紹介します。

◆どのような活動をしていますか？
　高取公民館では、高取納涼夏まつり、ソフトボール大会、体育祭、文化祭
など、子どもからお年寄りまで誰でも参加できる行事を行っています。中で
も、高取納涼夏まつりは、市民予算枠事業交付金を活用し地域の絆づくりや
環境学習を実施しています。平成25年度には、約2,000人の方に来てい
ただき盛大な夏祭りにすることができました。
◆どのようなことを心がけて活動しているか教えてください。
　高取小学校区では、近年新しく住宅地が形成され、住民同士の関係の希薄
化が心配されています。また、子育て世代が急増している地区でもあるので
「地域住民同士がふれあう環境づくり」「子どもたちを地域で育めるまちづく
り」をめざし、高取公民館が地域交流と学習の場となることと、学区の伝統・
文化を残していくことを心がけて活動しています。

◆今後の高取公民館での活動にかける意気込みを教えてください。
　いつまでも学区の方々といっしょになって、長年にわたり素朴に守り続け
られている伝統や文化、地域の人々のつながりを大切にしていきたいです。
そして、公民館の活動を大家族たかはまづくりの礎

いしずえ

となるよう活動していき
たいと思っています。

◆活動をとおして「よかったな」と感じるときはどんなときですか？
　小さい子どもや働いている大人、お年寄りなどの幅広い世代が交流し、地
域のネットワークが少しずつ太くなっていくのを実感できたときです。平成
23年度の高取納涼夏まつりの最後に “ 大家族たかはま ” の火文字が演出さ
れたときは、地域の方々が高浜市のまちづくりのキャッチフレーズをしっか
り受け止めたと感じ感動しました。

市民予算枠事業って何? ⑥「地域内分権推進型」に
　　審査はあるの？提案の条件は？

「子育応援団
PamPam
チャイルド」

バト
ン

タッ
チ
! 高取公民館から

Q．審査はあるの？ 
A．	小学校区の合意に基づき事業を決定してもらうため、第三者機関などによ
る審査はありません。

Ｑ．提案の条件は？
Ａ．	事業の実施にあたって協力しあえることを話し合うなど、小学校区として
めざす姿に向けての想いを一致させることが不可欠です。地域の皆さんに、
実施目的・内容の理解をえながら進めていくことが必要です。

　　（11月１日号では、提案までのスケジュールについて説明します。）

問合せ先　市総合政策グループ　☎ 52-1111（内線 339）

▲昨年の高取納涼夏まつり

▲やぐらを囲んでみんなで踊ろう！
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まちづくり協議会
からのお知らせ

問合せ　吉浜まちづくり協議会　☎ 52-1101 問合せ　高浜まちづくり協議会　☎ 87-9112

問合せ　高取まちづくり協議会　☎ 55-3894問合せ　南部まちづくり協議会　☎ 52-2123

問合せ　翼まちづくり協議会　☎ 55-1822

問合せ先　市総合政策グループ　☎ 52-1111（内線 339）

　まちづくり協議会からの参加者募集などのお知ら
せ、今後の活動予定や最近行われた活動の報告など、
まちづくり協議会に関する情報をお
知らせします。
　ぜひ、まちづくり協議会の活動に
参加してください！「こんなこと
ならお手伝いできるよ」という方も
大歓迎です！！活動に興味のある方
は、各まちづくり協議会まで問い合
わせてください。

南部まちづくり協議会

翼まちづくり協議会

吉浜まちづくり協議会

高取まちづくり協議会

高浜まちづくり協議会

◆10周年記念事業第２弾
明日を支える人づくり

　地域の持てる力を活用し、ものづくりをとおして
子どもたちの創造性を育てようと、子ども・親子、
そしてチャレンジドを対象に「鉄道ジオラマづくり」
に取り組んできました。いよいよおひろめの会を行
います。みんなの夢をのせたミニチュア列車が、手
作りの小さな風景の中を走りま
す。
日　時　10月12日（日）
　　　　午前10時～午後３時
場　所　港小学校

◆今年も防犯・防災運動会を開催！
　今年で5回目となる防犯・防災運動会は普通の運
動会とは違い、防犯・防災活動を取り入れた内容と
なっています。今年は大声出しコンテスト、担架リ
レー（担架に砂袋を乗せ障害物を乗り越え運ぶ競技）
などを行います。競技をいっしょに行うことで地域
の絆を高める機会にもなりま
すので、皆さんぜひ参加してく
ださい！
日　時　10月19日（日）
　　　　午前９時～午後２時45分
場　所　翼小学校グラウンド（雨天：体育館）

◆よしはまふれあいフェスタにみんな集まれ♪
　子どもからお年寄りまで、世代をこえて地域の
「輪」が深まるよう今年も開催します！
　今年の目玉企画は「にじいろ音楽隊」と酒井玲子先
生による「Let	 It	Go」です。そのほかにも人気のも
のづくりコーナー、おしるこ・大学イモのふるまい
もあります。
　今年はどんな楽しみが
待っているか期待してく
ださい！
日　時　10月19日（日）　午前10時～午後４時
場　所　吉浜小学校体育館・周辺

◆初秋の稗田川を満喫！
　稗田川堤防沿い一面に
咲き誇る彼岸花を皆さん
はご覧になりましたか？
　９月14日に秋の稗田
川を散策する「まち発見
ウォーキング」を開催し
ました。５年をかけて地
域の皆さんで大切に植え、育てた約６万球の彼岸花
が川岸を美しく彩り、秋が近づいてきたことを感じ
させてくれました。過ごしやすい季節になりました。
ぜひ皆さんも散策してみてください。

◆お宝写真の展示！
　高浜ふれあいプラザ１階で、昔の高浜のようすが
わかる写真を展示しています。伊勢湾台風の被害、
衣浦大橋料金所、貝の
博物館、空から見た高
浜中学校など懐かしい
高浜の風景を一度見に
来てはいかがですか。
　また、駄菓子屋も開
いており、フレッシュな味と香りのコーヒーも売っ
ています。くつろげるスペースもありますので、ぜ
ひ立ち寄ってください。
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認定No.46　高浜ふれあいプラザに、健康自生地対象メニューが増えました！

実施日 時　間 場　所 参加費 予　約

毎月第１日曜日
（12～２月は除く。）

8:00～
9:00

芳川町内
（高浜安立荘集合） なし 不要

・	海の環境保全活動として芳川町内の海岸清掃を行います。
※渡し場かもめ会の会員以外の方の参加も歓迎
・	入会の場合は、会費として年500円

実施日 時　間 場　所 参加費 予　約

第２土曜日 14:00～
15:00

高浜ふれあいプラザ　２階
（青木町四丁目２－16）

半期
200円 要

・	フラダンスの手の動きやステップは、ゆっくりとしていますが、全身の筋肉を
使う有酸素運動で、ダイエットも期待できます。
・	年配の方から子どもまでだれでも気軽に始められます。	 ※半年ごとの募集

新☆健康自生地を紹介します！

健康自生地って何？

認定№ 47　渡し場かもめ会 【連絡先】５３－４７８３

認定№ 46　高浜ふれあいプラザ（フラダンス入門教室） 【連絡先】８７－９１１２（高浜まちづくり協議会）

認定№ 46　高浜ふれあいプラザ（デトックス教室） 【連絡先】８７－９１１２（高浜まちづくり協議会）

認定№46　高浜ふれあいプラザ（太極拳体験教室） 【連絡先】８７－９１１２（高浜まちづくり協議会）

　８月の健康自生地認定審査会において、
新たに１か所が「健康自生地」として認定さ
れ、全部で47か所（９月１日現在）になりま
した。活動メニューが増えたところもあり
ます。興味のある活動や近くの健康自生地
に、ぜひ一度足を運んでみてください。い
ろいろなお気に入りの出かけ先を見つけて、
楽しく健康的な毎日を過ごしましょう！

実施日 時　間 場　所 参加費 予　約

第４土曜日
（10～３月）

10:00～
11:00

高浜ふれあいプラザ　２階
（青木町四丁目２－16）

半期
2,160円 要

・	ストレッチ体操やリンパマッサージでリンパの流れをよくし、老廃物を排泄しやす
い体にして、部分やせに挑戦しませんか。
・	体の芯からきれいになりましょう。	 ※半年ごとの募集

実施日 時　間 場　所 参加費 予　約

第３土曜日 10:00～
11:30

高浜ふれあいプラザ　２階
（青木町四丁目２－16） なし 要

・	太極拳は、緩やかで流れるように、ゆったりした動きで、正しい姿勢をつくり、
健康・長寿によいといわれています。体力に自信のない方も、安心して始めら
れます。	 ※半年ごとの募集

　家に閉じこもって生活が単調・不活発になると、認知症をは
じめとする介護のリスクが急速に高まります。
　高齢者の皆さんが閉じこもることなく、いきいきとした生活
を送ることができるよう、皆さんが自分から出かけたくなるよ
うな場所や地域の皆さんとふれあえる場所を、高浜市では「健
康自生地」と名づけ、認定しています。
　各健康自生地の運営は、地域の皆さんが自主的に行い、高齢
者の皆さんの居場所づくりに協力いただいています。

問合せ先　　いきいき広場内生涯現役まちづくりグループ　☎ 52-9873
　　　　　			専用ホームページ「たかはま元気 deねっと」　http://www.takahamashi.info/
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問合せ先　市文化スポーツグループ　☎ 52-1111（内線 330）

【ピンクリボン運動の一環として】
　刈谷豊田総合病院高浜分院の健診センターでは、ピンクリボン運動の
賛同医療機関として、乳がん検診を実施しています。平日に仕事や育児
のため受診できない方は、ぜひ利用してください。　

９月１日号でお知らせした市民体育大会のバトミントンの開催日程に訂正がありました。
下記の日程のとおり行いますので、ぜひ参加してください。

と き　10月19日（日）　受付時間／午前８時30分～10時30分
と こ ろ　刈谷豊田総合病院高浜分院　１階　健診センター
定　　員　30人（定員になりしだい締切）
検診項目　医師による問診・触診、女性技師によるマンモグラフィー撮影
費　　用　1,300円（税込）
　　　　　※加入の医療保険・年齢によって高浜市の補助があります。
　　　　　　�詳しくは、いきいき広場内保健福祉グループ（☎５２－

９８７１）へ問い合わせてください。
　　　　　※�高浜市の無料クーポン券有
　　　　　　（今年度対象の方には５月に送付済）

受 診 券　	市内在住の希望者は、事前に｢乳腺検診の受診券｣をいきいき広
場内保健福祉グループで受け取り、受診のときに病院へ持参し
てください。クーポン券のある方は、クーポン券が受診券のか
わりとなります。

　　　
予約方法　完全予約制
　　　　　�※高浜分院診療日の午前９時～午後４時に電話で予約してくだ

さい。なお、予約後の変更なども同じ時間帯でお願いします。
そ の 他　	治療歴や現在の状況により、受診できない場合もありますので、

電話で確認してください。

種　　目 会　　場 期　　日 対象・参加人員 申込締切日 組合せ・主将会議 競技上の規定・方法

バドミントン
（男・女） 体育センター

10/26（日）
一般男子女子
（中学以上）の部
ダブルス

10/12（日） 当　日

・	日本バドミントン協会競技規
則に準ずる。
・	トーナメントまたはリーグ戦
・	小学生の部は、各部とも５人
未満11/ 9（日）

一般男子女子
（中学以上）の部
シングルス
小学生の部
（４年生以下、５・６年生）

第44回（平成26年度）高浜市民体育大会

予約・問合せ先　
刈谷豊田総合病院高浜分院
健診センター　
☎ 52-8660

お知らせ

乳がん検診のご案内
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前期３年間の想いを、中期基本計画（平成26～29年度）へとつなげていくために
～委員からの主なメッセージ～

第６次高浜市総合計画推進会議より
「前期基本計画の総括」が提出されました

～「思いやり　支え合い　手と手をつなぐ　大家族たかはま」の実現をめざして～

　平成23年度からスタートした「第６次高浜市総合計画」。前期基本計
画（平成23～25年度）の満了にともない、前期の３年間で市民と行政が
力を合わせてどのような取組みを進めてきたのか、どんな成果・課題が
あったのかを振り返り、今後の市政運営に活かしていくため、計画のス
タート以来、その進み具合を市民目線で見守り続けてきた「総合計画推
進会議」（学識経験者・市民・副市長の12人で構成）とともに、前期基
本計画の総括をとりまとめてきました。
　8月26日開催の第３回会議では、中川幾郎会長（帝塚山大学名誉教授）
から吉岡市長へ、委員からの熱いメッセージとともに、総括の冊子が手渡されました。

「総括」の提出を受けて　～吉岡市長より～
　委員の皆さまには、３年半もの長きにわたり、前期基本計画の推進から総括まで熱心
に取り組んでいただき、本当にありがとうございました。
　私たち行政は、市民の皆さんの想いに応えていくことが求められています。「応える」

とは何か。それは、誰かの身の回りにおこっていることに対して、自らが動くということです。そのためには、
他者を思いやる心や、支えていこうとする心がなければできません。「高浜市をどうしていくか」を考えてい
くとき「１人称で考える」、つまり「まず自分がどうするか」が大切であり、それが「思いやり	支え合い	手と
手をつなぐ	大家族たかはま」の原点であると考えています。
　委員の皆さまからの言葉を、しっかりと受け止め、中期基本計画を進めてまいります。

「みんなで目指すまちづくり指
標」の実績値が、全般的に全国と
くらべて良好である。今後も慢心
することなく、数値向上に向けて

努力してほしい。

趣味・余暇学習型の生涯学習
から脱し、高浜市を愛し、地
域コミュニティを支える人材
育成につながる生涯学習の推
進を期待している。

親が安心して子育てをしやすい
環境を整えていくことは、若い
世代の定住を促す意味でも大切
な取組みである。“ 高浜市らし
さ ” を活かしながら、これまで
培ってきた子育て支援体制を、
さらに強化していただきたい。

税収確保の面から
も、関係者と連携して、工場用
地の創出や企業誘致に積極的に
取り組んでいただきたい。

少子化・高齢化の進展によって、財政
はいずれ縮小せざるをえず「選択と集
中」が求められる。そのためには、行
政も生産性を高める努力が必要だが、
住民自治もしっかりとしていなければ
ならない。行政と住民とがともに手を
携えながら、難局を乗り越えていくこ

とが大切である。

若いお母さんたち
はさまざまな不安を抱えてい
るが、福祉まるごと相談グ
ループやこども発達センター
が設置され、受け止める仕組
みがとても充実してきたと感
じている。

問合せ先　市総合政策グループ　☎ 52-1111（内線 365）

◆	会議のようすや取組みに関する詳しい内容は、高浜市公式ホームページ
　http://www.city.takahama.lg.jp/grpbetu/seisaku をご覧ください！！
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問合せ先　衣浦東部広域連合事務局総務課　☎ 63-0131

衣浦東部広域連合ＮＥＷＳ
　８月19日に、第２回衣浦東部広域
連合議会定例会が刈谷市役所９階議会
会議室において開催され、１人の一般
質問のほか、平成25年度一般会計歳
入歳出決算認定、平成26年度一般会
計補正予算（第１号）など４議案が可決
されました。
◆平成25年度衣浦東部広域連合
　　　　一般会計歳入歳出決算を認定
　歳入総額は47億2,420万2,527円、
歳出総額は45億5,586万6,019円、差
引残額１億6,833万6,508円となりま
した。
　歳入では、関係市の分担金が44億
9,467万7,031円で全体の95.2％を占
めています。
　歳出では、43億4,545万5,756円が
消防費となっており全体の95.4％を
占めています。

科　　目 予算現額（円） 収入済額（円） 構成比 収入率
分担金及び負担金 4,494,678,000 4,494,677,031 95.2% 100.0%

使用料及び手数料 13,206,000 18,161,566 0.4% 137.5%

国 庫 支 出 金 10,698,000 10,698,000 0.2% 100.0%

財 産 収 入 1,000 220,500 0.0% 22,050%

寄 附 金 1,000 0 0.0% 0.0%

繰 越 金 171,061,000 171,061,969 3.6% 100.0%

諸 収 入 25,905,000 29,383,461 0.6% 113.4%

計 4,715,550,000 4,724,202,527 100.0% 100.2%

科　　目 予算現額（円） 支出済額（円） 構成比 執行率
議 会 費 2,001,000 1,754,743 0.0% 87.7%

総 務 費 214,319,000 198,519,194 4.4% 92.6%

消 防 費 4,468,592,000 4,345,455,756 95.4% 97.2%

公 債 費 10,638,000 10,136,326 0.2% 95.3%

予 備 費 20,000,000 0 － －

計 4,715,550,000 4,555,866,019 100.0% 96.6%

問合せ先　市教育センターグループ　☎ 52-1111（内線 311）

高浜市教育基本構想の実現に向けて⑭

🆀「高浜カリキュラム」とは、どういうものなの？
🅰「高浜カリキュラム」とは、「高浜教育ビジョン（※）
の実現」をめざし、市内すべての園児・児童・生徒が高
浜市の教育財産（ひと・もの・こと）を共通して学ぶこ
とができる当市独自の学習指導計画です。
　※	「高浜教育ビジョン」…高浜を愛し、高浜の良さを

学んで、高浜でたくましく生きる未来市民の育成
　子どもたちは、この計画をとおして「①高浜の特色を
生かし地域とのつながりを意識した学習」「②今日的な
課題の解決を図るための学習」をしていきます。
　そして、平成24年度、すべての園児・児童・生徒が
確実に学ぶことができるように、次のように全体計画
を作成しました。幼保３年間では保育活動の中で「食育」
「１年生との交流」、小学校１・２年では生活科の授業で
「年長児との交流」「学区で働く人」、小学校３年生から
中学校３年生までの総合的な学習の時間では、３年「福
祉」４年「環境」５・６年「防災・防犯」、そして中学校３

年間で「キャリア教育」について学べるように位置づけ
ました。
　平成25年度からは、この全体計画に基づき、各学校
の子どもたちの実態に応じた学習指導計画を学年ごと
に順次作成し、授業の実践を展開しています。
　平成25年度は、市内すべての小学３年生で「福祉」の
学習を、平成26年度は、市内すべての幼稚園・保育園
で「食育」、小学４年生で「環境」、中学１年生で「キャリ
ア教育」について学習を展開中です。平成28年度には、
すべての学年で高浜カリキュラムに基づいた授業実践
がなされるよう、高浜市全体で進めています。
　これにより、高浜市内のすべての教職員は、それぞ
れ指導する学習内容は違いますが「高浜教育ビジョンの
実現」という共通目標に対する一貫した取組みを展開し
ます。
　高浜市で育つすべての子どもたちが、高浜市を愛し、
誇りをもてるように願いを込めて推進します。

～高浜を愛し、高浜の良さを学んで、高浜でたくましく生きる未来市民の育成～
「幼・保、小、中一貫教育の推進」
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受付・問合せ先　市人事グループ　☎ 52-1111（内線 307）

№ 職種 採用予定人数 学歴・資格・年齢など 試験日および内容

１ 保健師 若干名

昭和49年４月２日以降に生まれた方で、保健師
免許を有する方、または平成27年３月末日まで
に取得見込みで、４年制大学・短大（注）を卒業した
方、または平成27年３月末日までに卒業見込み
の方

第１次試験　11月16日（日）
　教養試験、作文試験、適性検査
第２次試験　12月中旬
　第１次試験合格者のみ個別面接試験など

２ 土木
技術職 若干名

昭和54年４月２日以降に生まれた方で、土木課
程を履修し４年制大学・短大（注）を卒業した方、ま
たは平成27年３月末日までに卒業見込みの方

第１次試験　11月16日（日）
　教養試験、作文試験、適性検査、専門試験
第２次試験　12月中旬
　第１次試験合格者のみ個別面接試験など

３
保育士

・
教諭職

３人
程度

昭和54年４月２日以降に生まれた方で、保育士
資格および幼稚園教諭免許を有する方、または平
成27年３月末日までに取得見込みで、短大（注）以
上を卒業した方、または平成27年３月末日まで
に卒業見込みの方

第１次試験　11月16日（日）
　教養試験、作文試験、適性検査、専門試験
第２次試験　12月中旬
　	第１次試験合格者のみ個別面接試験および
保育現場における実技試験

（注）短大には、高等専門学校、専修学校の専門課程を含みます。
次の項目に該当する方は受験できません。
　⑴　成年被後見人および被保佐人（準禁治産者を含む。）
　⑵　	禁錮以上の刑に処せられ、その執行が終わるまでの方、またはその執行を受けることがなくなるまでの方など

地方公務員法第16条に定められている欠格条項に該当する方
　　・	詳しくは、「平成27年度採用	高浜市職員採用候補者試験実施要項」を参照してください。
　　　採用候補者志願書および受験票は人事グループで配布します。
　　　（市役所公式ホームページからダウンロードして印刷可）
　　・	実施要項・採用候補者志願書および受験票の郵送を希望する方は、140円切手を貼った返信用の封筒（Ａ４サ

イズの用紙が入るもの）に宛先を記入のうえ、人事グループへ請求してください。

職種・採用予定人数・受験資格・試験日など

平成27年度　市職員募集
受付期間　～10月14日（火）
　　　　　午前８時30分～午後５時15分（土・日曜日、祝日を除く。）
受付場所　市役所３階人事グループ
試験会場　市役所会議室など

「ごめんね」が言える
ようになったり、友だちに優
しくできるようになったりす
るなど、子どもの成長を近く
で見られるやりがいのある仕
事です。事務仕事では手書き
もたくさんあります。手で書
くことに慣れておくと
いいですよ！	

いつも元気な
子どもたちからパワーをも
らっています。毎日、子ども
たちが歌や劇、絵や運動遊び
などに楽しく取り組めるよう
考えています。日ごろからい
ろんなことに興味をもってお

くといいですよ！

～吉浜幼稚園の先輩職員からメッセージ～
元気で明るい保育士・幼稚園教諭を募集しています！
伊藤 里美 教諭
年中・りす組

▲園児といっしょに
　元気よくダンス

泣いている園児を　
なだめることも ▶

富田 優香 教諭
年長・ぞう組



　  ■ ■ ■ ■ 広 報 た か は ま 　H26.10.1 15

10月の
児童センター

■東海児童センター　☎ 52-5126
■中央児童センター　☎ 52-3014
■吉浜児童センター　☎ 52-1019
■翼児童センター　　☎ 54-2833

　参加希望者は各児童センターへ直接申込（申込受付は午前９時～。定員になりしだい締切）

　乳幼児親子対象の行事です。

児童センターの行事 ■■ ■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■

東海児童センター　ほっとタイム行事■ ■■ ■ ■■

行事名 月日 時間 内　　容 定員 参加費 申込期間

ほっとタイム
※弁当持参可

10/ ６（月） 10:30～11:00 ベビーマッサージをしよう。 10組 無料 10／１（水）
～５（日）

10/ 20（月） 10:30～11:30
じゃが芋餅を作り、いっしょに食べよ
う。

なし

100円 10／３（金）
～10（金）

10/ 27（月） 10:00～12:00 丸い木を使ってストラップを作ろう。 無料 当日参加可絵本の
読み聞かせ 10/ ３（金） 10:30～11:00

図書館司書による「絵本の読み聞かせ」と
アンパンマンマラカスを作ろう。

行事名 月日 時間 内　　容 対象 定員 参加費 申込期間

ミニミニ
キャンプ 10/ 25（土）9:30～14:00

飯ごうでご飯を炊いてキャンプ
気分を味わおう。
※小雨決行

小学生 20人 100円 10／３（金）
～10（金）

行事名 月日 時間 内　　容 対象 定員 参加費 申込期間

パソコン体験 10/ 12（日）10:00～17:00
パソコン用プラ板キーホルダー
を作ろう。 小学生 10人 100円 10／１（水）

～10（金）

行事名 月日 時間 内　　容 対象 定員 参加費 申込期間

ハッピー
ハロウィン 10/ 25（土）10:30～ おばけに変装して写真を撮ろう。 小学生 10人 無料 10／３（金）

～10（金）

行事名 月日 時間 内　　容 対象 定員 参加費 申込期間

ハロウィン
制作 10/ 23（木）15:00～16:00 飴入れを作ろう。

幼児親子
小学生 なし 無料

10／11（土）
～18（土）
電話申込可

■東海児童センター

■中央児童センター

■吉浜児童センター

■翼児童センター
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13:00 ベビーブックのひとと
き（吉浜公民館１階和室）
⑱

19:00 高浜市公共施設あり
方計画（案）説明会（翼ふ
れあいプラザ）             
〈８/１５号〉

19:00 高浜市公共施設あり
方計画（案）説明会（高取
公民館）〈８/１５号〉

高浜おまんと祭り（春日神社
・八剱社）（～10/５）②
14:30 図書館紙芝居の日⑱

おまんと・射放弓（八幡社）
 〈９/１５号〉
14:30 トキの会のおはなし

会（図書館）⑱

B-1グランプリin郡山（～10/19）
9:00 稗田川ファミリーウォーク
 （青少年ホーム～高取小学校）㉖
9:30 としょかんフェスティバル
 （図書館）〈９/１号〉
10:00 たかはまおもちゃ病院
　開院日
 （高浜エコハウス）
13:00 鬼みちまつり（名鉄

高浜港駅～森前公園）④

名鉄三河線100周年でGO!
｢キャラ電｣〈９/１５号〉
9:00 南部まち協青空市（南

部保育園）
※毎週日曜日　　　
9:00 オニマルシェ

おまんと・射放弓
 （神明社）〈９/１５号〉
9:00 高浜市市民体育大会

総合開会式（中央公民館ホ
ール）㉗

10:00 南部まち協 明日を支える人づく
り「鉄道ジオラマおひろめ会」

 （港小学校）⑨

おまんと（神明宮）
 〈９/１５号〉

13:30 アクション油ケ淵in
高浜（中央公民館ホール）

 〈９/１５号〉
10:30 赤ちゃんふれ愛交流

事業（南中）

10:30 赤ちゃんふれ愛交流
事業（南中）

10:30 赤ちゃんふれ愛交流
事業（南中）

｢権利擁護支援センター｣開所
⑳
笑顔の写真展（いきいき広場
３階、高浜市立図書館）
 （～１１/30）⑤

9:00 翼まち協防犯・防災運
動会（翼小学校）⑨

10:00 よしはまふれあいフ
ェスタ（吉浜小学校）⑨

14:30 みんなのおはなし会
「よむ♪よむ」（図書館）⑱

体育の日

・カレンダー内に表記の時間は催しなどの開始時間です。
・行事名の後の丸囲みの数字は本紙の該当ページを、〈　〉は過去の掲載号を表しています。
・健診など一部の掲載は省略しています。

6

このページは取り外し、壁や冷蔵庫
などに貼って活用してください

人口と世帯数
（平成 26 年９月 1 日現在）

■人　口／ 46,274 人
■ 男 ／ 23,952 人
■ 女 ／ 22,322 人
■世帯数／ 18,069 世帯

行政相談（行政相談委員）▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪
　10月２日（木）　午後１時～３時　市役所市民相談室
※国・県・市などに対する苦情・要望など
消費生活相談（消費生活相談員）▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪
　10月10日（金）　午後１時～４時　市役所市民相談室
※消費者トラブルの相談など
教育相談▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪
　月～金　午後１時～４時30分　
　ほっとスペース（いきいき広場３階）
※	事前に、ほっとスペース（☎53－5101）または学校経営
グループ（☎52－1111	内線311）へ申込

心配ごと相談（弁護士）▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪
　10月２日（木）・16日（木）、11月６日（木）・20日（木）
　午後１時～３時45分　いきいき広場
※予約制。事前に、社会福祉協議会（☎52－2002）へ申込
介護保険相談（介護保険・障がいグループ職員）▪▪▪▪▪▪▪
　平日　午前８時30分～午後５時15分　いきいき広場
※予約制。事前に、いきいき広場（☎52－9871）へ申込

家庭児童相談（家庭児童相談員）▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪
　平日　午前９時～午後４時　いきいき広場（☎52－9872）
※子どもと家庭の悩みごとなど
母子・父子自立支援相談（母子 ･ 父子自立支援員）　▪▪▪▪▪
　平日　午前9時～午後4時　いきいき広場（☎52－9872）
※自立に必要な情報提供・指導・相談など
心理相談（臨床心理士）▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪
　毎週水曜日　午後１時～3時　
※予約制。事前に、いきいき広場（☎52－9871）へ申込
障がい相談▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪

（相談支援専門員）
　平日　午前８時30分～午後５時15分　
　いきいき広場（☎54－3009）

（身体・知的障害者相談員）　
　10月９日（木）　午前10時～正午
　いきいき広場（☎52－9871）
※障がい者の生活全般に関する相談など

▲笑顔の写真展

▲射放弓

▲ B-1 グランプリ in 豊川（昨年）
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13:00 ベビーブックのひとと
き（吉浜公民館１階和室）
⑱

19:00 高浜市公共施設あり
方計画（案）説明会（翼ふ
れあいプラザ）             
〈８/１５号〉

19:00 高浜市公共施設あり
方計画（案）説明会（高取
公民館）〈８/１５号〉

高浜おまんと祭り（春日神社
・八剱社）（～10/５）②
14:30 図書館紙芝居の日⑱

おまんと・射放弓（八幡社）
 〈９/１５号〉
14:30 トキの会のおはなし

会（図書館）⑱

B-1グランプリin郡山（～10/19）
9:00 稗田川ファミリーウォーク
 （青少年ホーム～高取小学校）㉖
9:30 としょかんフェスティバル
 （図書館）〈９/１号〉
10:00 たかはまおもちゃ病院
　開院日
 （高浜エコハウス）
13:00 鬼みちまつり（名鉄

高浜港駅～森前公園）④

名鉄三河線100周年でGO!
｢キャラ電｣〈９/１５号〉
9:00 南部まち協青空市（南

部保育園）
※毎週日曜日　　　
9:00 オニマルシェ

おまんと・射放弓
 （神明社）〈９/１５号〉
9:00 高浜市市民体育大会

総合開会式（中央公民館ホ
ール）㉗

10:00 南部まち協 明日を支える人づく
り「鉄道ジオラマおひろめ会」

 （港小学校）⑨

おまんと（神明宮）
 〈９/１５号〉

13:30 アクション油ケ淵in
高浜（中央公民館ホール）

 〈９/１５号〉
10:30 赤ちゃんふれ愛交流

事業（南中）

10:30 赤ちゃんふれ愛交流
事業（南中）

10:30 赤ちゃんふれ愛交流
事業（南中）

｢権利擁護支援センター｣開所
⑳
笑顔の写真展（いきいき広場
３階、高浜市立図書館）
 （～１１/30）⑤

9:00 翼まち協防犯・防災運
動会（翼小学校）⑨

10:00 よしはまふれあいフ
ェスタ（吉浜小学校）⑨

14:30 みんなのおはなし会
「よむ♪よむ」（図書館）⑱

体育の日

・カレンダー内に表記の時間は催しなどの開始時間です。
・行事名の後の丸囲みの数字は本紙の該当ページを、〈　〉は過去の掲載号を表しています。
・健診など一部の掲載は省略しています。

6

各 種 相 談
市長との対話日▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪
　	10月３日（金）・11月７日（金）　午前９時～正午　
　市長応接室
※	11月７日（金）の対話日は10月30日（木）までに、人事グ
ループ（☎52－1111	内線309）へ申込

税務相談（税理士）▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪
　10月14日（火）　午後１時～３時　市役所市民相談室
※相続・贈与・譲渡・住宅取得・申告などに関する税一般
　予約優先（☎52－1111	内線264）
労働相談（西三河事務所職員）▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪
　10月８日（水）　午後１時～４時　市役所相談室
※職場での悩みごと・困りごとなど（解雇・賃金・労働時間など）
　予約制（☎52－1111	内線264）
市民相談（市民生活グループ職員）▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪
　平日　午前８時30分～午後５時15分　市役所市民相談室
※市役所への意見・要望など

日系人相談（ポルトガル語のわかる相談員）▪▪▪▪▪▪▪▪▪
　平日　午前８時30分～午後５時　市役所市民生活グループ
※庁舎内の案内、通訳など
人権相談（人権擁護委員）▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪
　10月２日（木）　午後１時～３時　市役所市民相談室
※いじめ、虐待、差別などの人権問題

角谷　日
ひ

向
なた

ちゃん
（芳川町）

平山　詩
うた

菜
な

ちゃん
（向山町）
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図書館情報図書館情報

LIBRARY INFORMATION

問合せ先　図書館　☎ 52‒0240

――10月の休館日――
７日（火）、14日（火）、21日（火）、
28日（火）

❖吉浜おはなし　タッチ
とき　10月15日（水）
　午後３時～３時30分
ところ　吉浜公民館１階図書室
内容　絵本や紙芝居の読み聞か
せ、絵本の紹介など

対象　乳幼児～幼児とその保護者
読み手　図書館スタッフ

❖えほんの森
読書相談やおはなし会を開催しています。気軽に利用してください。
・月曜日　午後１時～４時（児童向けおはなし会）
・水曜日　午前９時30分～午後０時30分（乳児向けおはなし会）
・金曜日　午前９時30分～午後０時30分（乳児向けおはなし会）
・土曜日　午前９時30分～午後０時30分（児童向けおはなし会）
対象　「えほんの森」利用者　　読み手　読書アドバイザー

❖紙芝居の日
とき　・10月４日（土）
　　　　午後２時30分～３時
ところ　図書館子ども読書支援
室「えほんの森」

内容　絵本や紙芝居の読み聞かせ
読み手　土ようおはなし会

❖ベビーブックのひととき
とき　10月９日（木）
　午後１時～２時
ところ　吉浜公民館１階和室
内容　絵本の読み聞かせ、赤
ちゃん絵本の紹介、親子ヨー
ガ、読書相談

対象　０～２歳児と保護者
読み手　マザリーズ

❖トキの会のおはなし会
とき　10月11日（土）　　
　午後２時30分～３時
ところ　図書館子ども読書支援
室「えほんの森」

内容　絵本や紙芝居の読み聞かせ
読み手　トキの会

❖イクメン応援企画　パパの
ための絵本とふれあい講座

とき　10月25日（土）
　午前10時～11時
ところ　吉浜公民館　２階ホール
内容　パパといっしょに絵本の
世界を楽しみ、親子でふれあ
い遊びをしてみませんか。吉
浜さんさん保育園の男性保育
士で、テレビなどでも活躍中
の今津太陽さんを招いて、親
子で楽しめる講座を行います。
・絵本の世界を楽しもう
・保育の教材を存分に楽しもう
（バルーン＆パネルシアター）
・家庭でもできるかんたん親子
ふれあい遊び
・親子でレッツダンシング♪
講師　今津太陽さん（吉浜さん
さん保育園主任保育士・豊田
市男性保育士連盟会長）

対象　未就学児とその家族
定員　30組
受付　10月３日（金）～
申込方法　直接または電話で申込
※定員になりしだい締切

❖第12回高浜ふるさと講座「高浜
市における土管作りのはじまり」

とき　11月８日（土）
　午前10時～11時30分
ところ　図書館２階郷土資料館
発表者　日吉康浩（市役所文化
スポーツグループ）

内容　かつて高浜市では瓦とな
らび、土管の生産も盛んに行
われていました。工場が密集
していた青木町には今でも
「土管坂」という名称が残って
います。今回は市内における
土管作りの歴史や土管坂周辺
に存在した工場の分布につい
て紹介します。

対象・定員　一般20人
受付　10月３日（金）～
申込方法　直接または電話で申込

❖みんなのおはなし会「よむ♪よむ」
環境スペシャル「自然にふれよう」

とき　10月19日（日）
　午後２時30分～３時
ところ　図書館子ども読書支援
室「えほんの森」

内容　スペシャル版のおはなし
会。風、水、木など身近な自
然を感じられる絵本の読み聞
かせと、かんたんに作れて楽
しく遊べるおもちゃ工作をし
ます。※詳しくは、館内掲示
や図書館ホームページを確認
してください。

対象　幼児～小学生とその保護者
読み手　図書館スタッフ

❖赤ちゃんおはなし会
　「あんよ☆あんよ」
とき　10月６日、13日、20日、
27日（毎週月曜日）
　午前10時30分～11時
ところ　高取公民館１階図書室
内容　絵本や紙芝居の読み聞か
せ、絵本の紹介、読書相談

対象　０歳～３歳児とその保護者
読み手　図書館スタッフ

❖おひざでギュ　わらべう
たとえほんであそぼ

とき　10月25日（土）　
　午後３時～３時30分
ところ　図書館子ども読書支援
室「えほんの森」

内容　わらべうたで子どもと
いっしょに遊ぶ、赤ちゃん絵
本の読み聞かせ・紹介、簡単
な工作・折り紙など

対象　乳幼児～一般
読み手　ピヨぴよっこ
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問合せ先　市行政グループ　☎ 52-1111（内線 351）

　「高浜市公共施設あり方計画（案）」をよりよいものとするため、
パブリックコメント（市民の皆さんからの意見募集）を実施しました。

◆実施結果の概要

◆意見と市の回答　※提出された意見は1件でしたが、意見の趣旨に応じて回答します。

高浜市公共施設あり方計画（案）
に対する皆さんの意見と
市の対応について
概要をお知らせします

意見の対象箇所 意　見　概　要 市の考え方 対応結果

全ページ 公
共
施
設
に
対
す
る
意
見

・	遊休施設が多すぎる。会議や議論に時
間と税金をかけず、改修より取り壊し
て更地にすることに税金を使っては。
・	ハコがあるから経費・コストがかかる
のではないか。
・	フル活用していない施設が多いのに、
新たに緑地を建設するのも疑問に思う。
・	介護予防施設は利用者がかぎられてい
るのではないか。
・	公民館や市民センターなど既存施設を
フル活用して欲しい。
・	施設の建替えや大規模改修は本当に必
要か。耐震などしていない施設は取り
壊す段階にきていると思う。孫世代に
負担をこれ以上負わせたくない。

　「高浜市公共施設マネジメント白書」で
お示ししている、公共施設の利用状況を
見ると、その利用頻度は決して高くはな
く、また、施設を廃止することで、維持
費などの経費を削減することが可能であ
り、施設のフル活用や施設の一部取り壊
しは、今後、避けて通れない市の重要な
課題と認識しています。
　一方、公共施設は、介護予防、地域活
動など、さまざまな用途で利用されてお
り、やみくもに廃止することはできませ
ん。
　本計画（案）では、人口・施設・財政の
視点から公共施設の今後のあるべき姿を
示し、行政サービスの水準を極力維持し
ながら、施設の耐用年数の長寿命化、施
設の集約化・複合化などの改善案ほか、
今後の取組みの全体方針を取りまとめて
います。

③	意見と
して承
り

全ページ 財
政
に
関
す
る
意
見

・本当に財源は限られているのか。
・	補助金などをＮＰＯ法人などへの税金
の投入も自立を阻害しているように思
える。
・	事業仕分けは大変よい試みと思ったが、
やめてしまったのが残念だ。
・	行政があれもこれもやりすぎて民間の
仕事をうばっているのではないか。

　本計画（案）では、今後の財政見通しか
ら財政運営の状況を試算しています。そ
の結果からも、施設の総量圧縮だけでは
今後の財政運営は立ち行かなくなり、行
政サービスの見直しをあわせて検討して
いくことが必要不可欠です。
　また、市ではこれまでも、かぎられた
財源を有効に活用するために、アウト
ソーシング（外部委託）を進めてきまし
た。今後もこうした取り組みを継続して
いきます。

③	意見と
して承
り

意見募集期間
７月１日（火）

　～31日（木）
提出意見 提出人数 対応結果

①修正 ②原案どおり ③意見として承り ④その他
１件 １人 ０件 ０件 １件 ０件

　高浜市公共施設あり方計画（案）について、地
域での説明会を開催しています。身近な公共施
設のこれからを、いっしょに考えていきましょ
う。

高浜市公共施設
あり方計画（案）

説 明 会
開 催 中
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認
知
症
や
障
が
い
な
ど
で
、
判
断
能

力
が
不
十
分
に
な
っ
た
方
の
権
利
を
守

り
、
そ
の
方
た
ち
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
手
助
け

を
す
る
た
め
、
相
談
体
制
を
強
化
し
ま

し
た
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
や
金
銭
管
理

が
難
し
く
な
っ
た
方
に
対
し
、
成
年
後

見
制
度
な
ど
の
利
用
支
援
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
弁
護
士
、

司
法
書
士
な
ど
専
門
機
関
へ
つ
な
ぎ
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
い
き
い
き
広
場
内
福
祉

ま
る
ご
と
相
談
グ
ル
ー
プ
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

開 

所
日
時　

月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日

お
よ
び
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除

く
。）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ　

い
き
い
き
広
場
２
階

問
合
せ
先

　

 

い
き
い
き
広
場
内
福
祉
ま
る
ご
と
相

談
グ
ル
ー
プ

　

☎
５
２
‒
９
６
１
０

　

５
２
‒
７
９
１
８

　

平
成
26
年
度
前
期
分
の
扶
助
料
・
市

遺
児
手
当
を
９
月
30
日
付
け
で
振
り
込

み
ま
し
た
。

　

記
帳
な
ど
で
確
認
し
、
振
り
込
み
が

な
い
場
合
は
、
至
急
連
絡
し
て
く
だ
さ

　

県
で
は
、
毎
年
10
月
を「
ク
リ
ー
ン

排
水
推
進
月
間
」お
よ
び「
浄
化
槽
強
調

月
間
」と
定
め
、
家
庭
で
の
生
活
排
水

対
策
や
浄
化
槽
の
適
正
管
理
な
ど
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

生
活
排
水
対
策
は
、
一
人
ひ
と
り
の

取
組
み
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
水
環
境
に

優
し
い
取
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

◆
身
近
な
生
活
排
水
対
策

・
食
べ
残
し
、
飲
み
残
し
を
減
ら
す
。

・	
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
水
切
り
ネ
ッ
ト

で
汚
れ
を
取
り
除
く
。

・	

使
用
済
み
油
は
新
聞
紙
な
ど
に
吸

わ
せ
て
可
燃
ご
み
と
し
て
捨
て
る
。

・	

食
器
や
鍋
の
目
立
つ
汚
れ
は
新
聞

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
を

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

10
月
１
日
㈬
か
ら

「
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」開
所

市
障
害
者
扶
助
料
・

市
遺
児
手
当
の
受
給
者
の
方
へ

手
当
を
振
り
込
み
ま
し
た

10
月
は

ク
リ
ー
ン
排
水
推
進
月
間

浄
化
槽
強
調
月
間
で
す

い
。

　

ま
た
、
次
回
分
か
ら
の
振
込
先
を
変

更
し
た
い
方
は
、
印
鑑
を
持
参
し
、
い

き
い
き
広
場
内
介
護
保
険
・
障
が
い
グ

ル
ー
プ
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

　

 

い
き
い
き
広
場
内
介
護
保
険
・
障
が

い
グ
ル
ー
プ

　

☎
５
２
‒
９
８
７
１

紙
な
ど
で
拭
き
取
る
。

・
洗
剤
は
適
量
を
使
う
。

◆
浄
化
槽
の
適
正
な
管
理

　

浄
化
槽
を
管
理
す
る
方
は
、
法
令
に

よ
り
保
守
点
検
・
清
掃
を
実
施
し
、
法

定
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
適
正
に
管
理
し
、
長
く
大

切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
法
定
検
査
機
関

　

	（
一
財
）中
部
微
生
物
研
究
所

　
（
豊
川
市
御
津
町
赤
根
下
川
48
）

　

☎
０
５
３
３
‒
７
６
‒
２
２
２
８

◆
保
守
点
検

　

	

愛
知
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
保
守

点
検
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
浄
化
槽
の
清
掃

　

高
浜
衛
生
㈱

　

☎
５
３
‒
０
５
１
６

問
合
せ
先

　

□市
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　

☎
５
２
‒
１
１
１
１
（
内
線
263
）
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近
年
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
や

新
潟
県
中
越
沖
地
震
な
ど
大
規
模
地
震

が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
地
域
で
も
東
海
・
東
南

海
・
南
海
地
震
は
い
つ
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
、
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
圧

死
や
窒
息
死
が
多
く
、
特
に
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
の
旧
建
築
基
準
で
建
て

ら
れ
た
木
造
住
宅
に
大
き
な
被
害
が
出

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
該
当
す
る
家
屋
の

所
有
者
な
ど
に
対
し
専
門
家
に
よ
る
無

料
耐
震
診
断
の
案
内
通
知
が
届
き
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※	

過
去
に
市
の
無
料
診
断
を
受
診
し
た

住
宅
は
再
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※	

貸
家
の
場
合
は
、
居
住
者
の
同
意
書

が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先

　

□市
都
市
防
災
グ
ル
ー
プ　

　

☎
５
２
‒
１
１
１
１
（
内
線
228
）

　

無
料
耐
震
診
断
で「
倒
壊
す
る
可
能

家
具
転
倒
防
止
器
具
を

取
り
付
け
ま
す

無
料
耐
震
診
断

耐
震
改
修
を
お
勧
め
し
ま
す

性
が
高
い
」・「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ

る
」と
判
定
さ
れ
た
家
屋
を
そ
の
ま
ま

放
置
し
て
お
く
と
大
変
危
険
で
す
。

　

必
要
に
応
じ
た
耐
震
補
強
を
し
、
安

心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
市
で
は
、

耐
震
改
修
費
の
一
部
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
耐
震
改
修
補
助

対	

象
工
事　

市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震

診
断
の
上
部
構
造
評
点
が
0.7
未
満
の

場
合
、
改
修
後
の
上
部
構
造
評
点
を

1.0
以
上
と
す
る
補
強
工
事

補
助
額

・	
一
般
世
帯
…
工
事
費
と
設
計
費
を

合
わ
せ
、
最
高
90
万
円
ま
で

・	

高
齢
者
世
帯
…
工
事
費
と
設
計
費

を
合
わ
せ
、
最
高
165
万
円
ま
で

◆
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
と
防
災
ベ
ッ
ド
の

補
助

対	

象　

無
料
耐
震
診
断
で「
倒
壊
す
る

可
能
性
が
高
い
」・「
倒
壊
す
る
可

能
性
が
あ
る
」と
判
定
さ
れ
た
方
で
、

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、
建
物
全
体

の
耐
震
改
修
が
困
難
な
方

補
助
限
度
額

・	

一
般
世
帯
…
15
万
円

・	

高
齢
者
世
帯
…
30
万
円

※	

高
齢
者
世
帯
と
は
、
世
帯
員
に
65
歳

以
上
の
高
齢
者
も
し
く
は
障
が
い
者

を
含
む
世
帯
で
あ
っ
て
、
生
計
中
心

　

次
の
方
を
対
象
に
家
具
転
倒
防
止
器

具
の
取
り
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象

①	

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方

②	

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
の
方

③	

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま

た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

持
っ
て
い
る
方
で
、
同
居
の
家
族
に

こ
れ
ら
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
が
い

な
い
世
帯

※	

費
用
や
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

□市
都
市
防
災
グ
ル
ー
プ　

　

☎
５
２
‒
１
１
１
１
（
内
線
228
）

と
き　

10
月
11
日
㈯
～
20
日
㈪

運
動
の
重
点

・	

住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗

の
防
止（
年
間
取
組
事
項
）

・	

子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害

防
止

・	

自
動
車
関
連
窃
盗
の
防
止

・	

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
特
殊
詐

欺
の
被
害
防
止

・	

暴
力
追
放
運
動
の
推
進

　

こ
の
時
季
は
一
年
中
で
一
番
過

ご
し
や
す
い
季
節
で
す
。
地
域
に

お
い
て
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
多
彩
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
振
り
込
め
詐
欺
、
子
ど
も
を
対

象
と
し
た
声
か
け
事
案
な
ど
周
囲

で
は
事
件
・
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

全
国
地
域
安
全
運
動
が
11
日
か

ら
20
日
ま
で
の
10
日
間
実
施
さ
れ

ま
す
。
犯
罪
の
な
い
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

３
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

１
犯
罪
に
あ
わ
な
い

　

２
犯
罪
を
お
こ
さ
せ
な
い

　

３
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い

問
合
せ
先　

碧
南
警
察
署

　

生
活
安
全
課
生
活
安
全
係

　

☎
４
６
‒
０
１
１
０　

秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

県
民
運
動
の
実
施　

★身近な犯罪情報、不審者情報はメールマガジン「パトネットあいち」から
お住まいの地域で発生した犯罪や不審者の情報をタイムリーに配信します。登録は左のＱＲコードから !!

者
が
前
年
度
所
得
税
非
課
税
で
あ
る

世
帯
な
ど
を
い
い
ま
す
。

※
１
棟
に
つ
き
１
か
所
の
補
助

問
合
せ
先

　

□市
都
市
防
災
グ
ル
ー
プ　

　

☎
５
２
‒
１
１
１
１
（
内
線
228
）
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Information file

相
　
談

各
種
申
請
書
な
ど
の
作
成
を

他
人
に
依
頼
す
る
と
き
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

児
童
や
高
齢
者
の
虐
待
、
差
別
な

ど
市
民
の
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
監
視
し
、
も
し

こ
れ
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
、
速
や

か
に
適
切
な
処
置
を
と
る
た
め
、
市

で
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
５

人
の
委
員
が
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

相
談
日　

毎
月
第
１
木
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
相
談
室

問
合
せ
先

　

□市
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　

☎
５
２
‒
１
１
１
１
（
内
線
264
）

　

県
や
市
町
村
な
ど
の
官
公
署
に
提

出
す
る
各
種
申
請
書
、
届
出
書
な
ど

に
つ
い
て
、
他
人
に
そ
の
作
成
を
依

頼
、
相
談
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
書

類
を
官
公
署
に
提
出
す
る
手
続
の
代

理
を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
と
き
の
た
め
に
、
行
政
書

士
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

行
政
書
士
は
、
行
政
書
士
会
の
会

員
と
し
て
、
行
政
書
士
法
に
基
づ
き

次
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①	
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
、
権
利

義
務
・
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類

　

10
月
20
日
㈪
か
ら
26
日
㈰
は
、
行

政
相
談
週
間
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
の

委
嘱
を
受
け
た
、
皆
さ
ん
の
身
近
な

相
談
員
で
す
。

　

問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
相
談
に

応
じ
て
、
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

相
談
日　

毎
月
第
１
木
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
相
談
室

問
合
せ
先

　

□市
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　

☎
５
２
‒
１
１
１
１
（
内
線
264
）

　

総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局
で

は
、「
行
政
・
法
律
な
ん
で
も
相
談

所
」を
開
設
し
ま
す
。

　

年
金
・
登
記
の
行
政
相
談
を
始
め
、

税
金
に
関
す
る
相
談
、
相
続
・
離
婚

な
ど
の
法
律
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

と
き　

10
月
24
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

悪
徳
商
法
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
消
費
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
す
る
た
め
、
専
門
の
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
て
、
助
言
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

相
談
日　

毎
月
第
２
金
曜
日

　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
相
談
室

問
合
せ
先

人
権
相
談

行
政
相
談

一
日
合
同
行
政
相
談
所

消
費
生
活
相
談

　

□市
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　

☎
５
２
‒
１
１
１
１
（
内
線
264
）

と 

こ
ろ　

ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
３
階

デ
ザ
イ
ン
ホ
ー
ル
（
地
下
鉄
栄

駅
７
・
８
番
出
口
か
ら
徒
歩
７
分
、

地
下
鉄
矢
場
町
駅
５
・
６
番
出
口

か
ら
徒
歩
５
分　

矢
場
公
園
北

隣
）

問
合
せ
先

　

総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局

　
（
名
古
屋
合
同
庁
舎
第
２
号
館
）

　

☎
０
５
２
‒
９
７
２
‒
７
４
１
５

（
実
地
調
査
に
基
づ
く
図
面
類
を

含
む
。）の
作
成

②	

①
の
書
類
を
官
公
署
に
提
出
す
る

手
続
の
代
理

③	

行
政
書
士
が
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
書
類
の
契
約
代
理

④	

①
の
書
類
の
作
成
に
つ
い
て
の
相

談

　

行
政
書
士
会
の
会
員
で
な
い
者
が
、

他
人
の
依
頼
を
受
け
、
報
酬
を
得
て

①
の
業
務
を
行
う
こ
と
は
、
行
政
書

士
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
違
反
し
た
場
合
は
罰
せ
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成

を
他
人
に
依
頼
す
る
と
き
は
、
以
上

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

行
政
書
士
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

・
愛
知
県
総
務
部
法
務
文
書
課

　

☎
０
５
２
‒
９
５
４
‒
６
０
２
３

　
（
内
線
2136
）

・
愛
知
県
行
政
書
士
会

　

☎
０
５
２
‒
９
３
１
‒
４
０
６
８
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国税庁ホームページ「タックスアンサー」も利用してください。
（http://www.nta.go.jp/taxanswer）

【受付時間　８：30～17：00（土・日曜日、祝日、年末年始を除く。）】

税務署からのお知らせ
「電話相談窓口センター」の

利用案内

と
き　

11
月
27
日
㈭
・
28
日
㈮

　
（
２
日
間
）

　

午
前
９
時
45
分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

定
員　

123
人（
先
着
順
）

受 

講
料　

４
，
０
０
０
円（
当
日
徴

収
）

申 

込
方
法　

10
月
20
日
㈪
～
24
日
㈮

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）に
、

窓
口
に
直
接
申
込（
電
話
・
郵
送

に
よ
る
受
付
不
可
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

※	

申
込
書
は
、
申
込
場
所
ま
た
は
衣

浦
東
部
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
可

※	

申
込
時
に
、
証
明
写
真（
縦
４
㎝

×
横
３
㎝
３
か
月
以
内
撮
影
）が

１
枚
必
要

申
込
・
問
合
せ
先

・
衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防
局

　

予
防
課
予
防
係

　

☎
６
３
‒
０
１
３
６

・
高
浜
消
防
署
予
防
係

　

☎
５
２
‒
１
１
９
０

内 

容　

講
話「
精
神
障
害
者
の
グ

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

精
神
保
健
福
祉
家
族
教
室

「
愛
知
県
最
低
賃
金
」の
改
正

救
命
講
習
会
消
　
防

保
　
健

労
　
働

会 場 安城消防署 知立消防署 碧南消防署
講 習 会 名 普及員講習再教育 普通救命講習Ⅲ 普通救命講習Ⅰ
開 催 日 10月26日（日） 10月18日（土） 10月19日（日）
開 催 時 間 午前９時～正午 午前９時～正午 午前９時～正午
定 員 先着20人 先着20人 先着20人
受 講 料 無料 無料 無料

申 込 方 法
10月５日（日）

午前９時から受付開始
☎７５－２４９４　救急係へ

10月５日（日）
午前９時から受付開始
☎８１－４１４４　救急係へ

10月５日（日）
午前９時から受付開始
☎４１－２６２５　救急係へ

対 象 者 碧海５市在住、在勤、在学の方　※いずれの会場でも受講可

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
―
訓
練

事
業
所
と
の
連
携
―
」

と
き　

10
月
16
日
㈭　

　

午
後
２
時
～
４
時

対 

象　
主
に
統
合
失
調
症
患
者
の
家
族

講 

師　

土
方
隆
治
氏（
あ
い
け
い

ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
）

と 

こ
ろ　

衣
浦
東
部
保
健
所

※
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
込

申
込
・
問
合
せ
先

　

衣
浦
東
部
保
健
所
健
康
支
援
課

　

☎
２
１
‒
４
７
７
８

　
「
愛
知
県
最
低
賃
金
」は
、
10
月
１

日
か
ら
時
間
額
800
円
に
改
正
さ
れ
ま

す
。

　

な
お
、
愛
知
県
の
特
定（
産
業
別
）

最
低
賃
金（
７
業
種
）に
つ
い
て
は
、

現
在
、
改
正
な
ど
の
た
め
調
査
審
議

中
で
す
の
で
、
今
後
の
改
正
状
況
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

　

刈
谷
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
２
１
‒
４
８
８
５

手順

① 刈谷税務署（☎２１－6２１１）へ電話
をしてください。

②自動音声により案内がありますので、
　1を押してください。

③ 自動音声にしたがって、相談したい内
容の番号を選択してください。
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受
刑
者
が
製
作
し
た
刑
務
所
作
業

製
品（
家
具
、
木
製
小
物
製
品
、
靴

な
ど
）の
展
示
即
売
を
行
い
ま
す
。

※
先
着
200
人
に
粗
品
を
進
呈

と
き

・
10
月
18
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

・
10
月
19
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

と 

こ
ろ　

名
古
屋
刑
務
所

　

 （
み
よ
し
市
ひ
ば
り
ヶ
丘
１
‒

１
）

問
合
せ
先　

・	

名
古
屋
矯
正
管
区
成
人
矯
正
第
二

課

　

☎
０
５
２
‒
９
７
１
‒
６
３
２
６

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
12
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
キ
ャ
ッ
チ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」の
デ
ー
タ

放
送
で
、
い
き
い
き
号
の
時
刻
表
が

10
月
１
日
～
７
日
は

全
国
労
働
衛
生
週
間
で
す

第
26
回
東
海
北
陸
・

み
よ
し
矯
正
展

い
き
い
き
バ
ス
の
時
刻
表
が

テ
レ
ビ
で
簡
単
に
確
認
で
き
ま
す
！

　

事
業
場
に
お
け
る
労
働
衛
生
意
識

の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
自
主
的

な
労
働
衛
生
管
理
活
動
の
一
層
の
促

進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

ス 

ロ
ー
ガ
ン　
「
み
ん
な
で
進
め
る

職
場
の
改
善　

心
と
か
ら
だ
の
健

康
管
理
」

問
合
せ
先

・
愛
知
労
働
局
健
康
課

　

☎
０
５
２
‒
９
７
２
‒
０
２
５
６

・
刈
谷
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
２
１
‒
４
８
８
５

・
名
古
屋
刑
務
所
作
業
部
門

　

☎
０
５
６
１
‒
３
６
‒
２
２
６
０

　

※	

前
日
お
よ
び
当
日
の
問
合
せ
不

可

そ
の
他

「
法
の
日
」週
間
を
迎
え
て

第
43
回
文
化
協
会
文
協
祭

　

10
月
１
日
は
、「
法
の
日
」で
す
。

国
民
の
皆
さ
ん
に
、
法
の
役
割
や
重

要
性
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
に
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
裁
判
所
、
法
務
省
、
検
察

庁
お
よ
び
弁
護
士
会
で
は
、
10
月
１

日
か
ら
の
１
週
間
を「
法
の
日
」週
間

と
し
、
毎
年
各
地
で
行
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

裁
判
所
で
は
、
法
や
裁
判
手
続
き

に
関
す
る
説
明
会
や
見
学
会
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
法
を

と 

こ
ろ　

中
央
公
民
館
、
高
浜
市
商

工
会

★
会
員
展

と
き　

・
10
月
18
日
㈯　

　

午
後
１
時
～
５
時

・
10
月
19
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

★
芸
能
発
表
会

と
き　

10
月
19
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

賛 

助
出
演　

瑞
浪
市
文
化
協
会
吟
剣

詩
舞
連
合
会
、
高
浜
小
学
校
吹
奏

楽
部

★
茶
会

と 
き　

10
月
19
日
㈰　

午
前
10
時
～

午
後
３
時

茶
券　

前
売
り
300
円
、
当
日
400
円

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　

問
合
せ
先

　

 

高
浜
市
文
化
協
会

　
（
女
性
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
５
２
‒
２
９
８
３

身
近
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し

く
は
、「
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
気
に
な
る

方
は
、「
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
」で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

・
名
古
屋
地
方
裁
判
所
事
務
局

　

総
務
課
広
報
係

　

☎
０
５
２
‒
２
０
３
‒
９
０
９
２

・
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
http://w

w
w
.courts.go.jp/

・
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

	http://w
w
w
.saibanin.courts.

go.jp/

確
認
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

キ
ャ
ッ
チ
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
‒
２
‒
３
９
３
９
１

第33回 西三河地域
子ども会球技大会　結果

　９月6日に、西三河地域子ども会育成連絡協議会主催の球技大会（ドッジボール）が
ウイングアリーナ刈谷で行われ、高浜市からは雷神（男子・高取地区）、Ｔ‒ガールズ
（女子・高取地区）が参加しました。
　両チームともに熱戦を繰り広げ、男子代表チームの雷神が3位入賞を果たしました。

雷神 Ｔ‒ガールズ
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13ª Festa ONIMICHI matsuri

Informativo sobre Exame de prevenção do 
câncer de mama(NYUGAN KENSHIN)

　Que tal fazer um passeio na estrada onimichi, que será decorada com luminárias Oni Akari (abajur de telha 
e lâmpadas de garrafa pet). Haverá barracas de comida típica local e também de dança charapoko.
Data:dia 25 de Outubro(Sábado) das 13hs às 19h30min (haverá mesmo com chuva fraca) 
       A iluminação  Oni Akari será acesa a partir das 17horas.
Local:Estrada Oni Michi/ Estação Takahama Minato linha meitetsu até o Parque Morimae Kouen(museu de  
        arte Kawara bijyutsu kan
Pedido de restrição ao trânsito de veículos
　As vias estarão com trânsito impedido, vide o mapa para ver o trecho da restrição de tráfego
Áreas interditadas estrada ONI michi(interseção da estação Takahama minato nishi ↔ museu de arte Kawara 
Bijyutsukan )

Horário da interdição:   das 15h30min às 19h30min

Realizaremos exame de prevenção do câncer de mama no centro de exames de saúde (Kenshin center), Hospital 
Kariya Toyota Sougou ByouinTakahama Bun- In ,esta instituição médica apoia e incentiva Projeto chamada Pink 
ribon undou(Campanha fita rosa).　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 As pessoas com dificuldades de acesso ao exame devido trabalhar a semana inteira ou cuidar dos filhos 
recomendamos aproveitarem esta oportunidade.

Data: 19 de outubro(Domingo)　
        Horário de atendimento 8h30min às 10h30min　　
Local: Filial de Kariya Toyota Sougou Byouin Takahama Bun-In 1  ゚andar
         Sala para exames (Kenshin)　　　　　　　
Vaga: 30 vagas(encerra-se preenchendo limite de vagas)　　　　　　　　　　　　　
Itens do exame:o médico analisará por meio de questionário, palpação e Mamografia a radiografia da mama serão          
                      examinadas pelo técnico feminino.
Taxas: 1.300 ienes (incluso imposto)
　　　① O Município de Takahama oferece subsídio.　　
            ※ Subsídio difere conforme o tipo do plano de saúde cadastrado.
                Maiores informações consulte o setor Hoken fukushi grupo do IKI IKI HIROBA ☎ 52-9871
　　  ② Município de Takahama fornece cupom gratuito
            ※ Pessoas que se enquadram como público alvo deste ano, foram enviados o cupom no mês de maio.
Ficha para exame(Jyushinken): As pessoas residentes na cidade que queiram fazer o exame porem não tenham    
                                           cupom, é preciso pegar uma ficha(Nyusen Kenshin no Jyushinken) no setor hoken 
                                           fukushi grupo do IKI IKI HIROBA antes de fazer o exame levando-o para o Hospital.
                                           Aqueles que já possuem o cupom, servirá como ficha para fazer o exame.
Procedimento de reserva: (O exame será concedido somente aos reservados) 
         　　　　　　　　・Faça a reserva do exame por telefone entre o horário do expediente do centro 
                                    Takahama Bun In das 9hàs 16horas. Em caso de alteração após a reserva, favor telefonar    
                                    no mesmo horário de funcionamento.

Outros:Haverá casos de impedimento de fazer o exame ,dependendo da situação da saúde atual e do histórico de 
doenças. Solicitamos que faça confirmação do mesmo por telefone.

第13回　鬼みちまつり

乳がん検診のご案内 

RESERVA・INFORMAÇÕES:  Kariya Toyota Sougou Byouin Takahama Bun In Centro de exames (Kenshin Center) ☎ 52‒8660

Maiores informações:Escritório do comitê organizador ONI MICHI MATSURI (Associação de turismo do município de Takahama) ☎ 52‒2288
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日	10月４日（土）～11月24日（月・
祝）午前10時～午後５時
　（入場は午後４時30分まで）
※	休館日／月曜日（祝日の場合は開

岡崎市

　稗田川沿いの風景を楽しみながら、
ウォーキングで体を動かしましょう。
　チェックポイントではミニゲーム
やクイズにも参加できます。
日10月18日（土）　午前９時～
※雨天中止
場	稗田川沿い（青少年ホーム～高取
小学校　折り返しコース）
※午前９時に青少年ホーム集合
催高浜市スポーツ推進委員会
申	10月15日（水）までに電話で申
込

申 問高浜市スポーツ推進委員会事
　務局　（□市文化スポーツグループ）
　☎５２－１１１１（内線330)

　すまいるカ－ドの高浜市商店振興
会の加盟店が、地域の専門店ならで
はの知識や技、コツを教えるゼミを
開催します。
　また、楽しみながら商店などを巡
る買い物ツア－や加盟店の中の「健
康自生地」を巡るツア－も開催しま
すので、ぜひ参加してください。

稗田川ファミリーウォーク

西三河イベントだより

◆楽しくソーイング（6回連続講座
　第２回）
　基礎を学びながら、楽しく作品を
作りましょう。第２回は、好きな布
でブックカバー（文庫本サイズ）を
作ります。ミシンでも手縫いでも作
れます。
日11月４日（火）
　午前９時30分～正午
場いきいき広場　３階会議研修室Ｂ
募15人程度
持	表地・裏地とも45㎝×20㎝、中
のテープ用にトーションレースか
リボン20㎝（共布でも可）、手縫
い糸、ミシン糸、裁縫道具、でき
ればミシン

費100円（接着芯代）
講桃澤千津子氏
申	10月３日（金）～29日（水）
　	午前９時～午後５時（土・日曜日、
祝日を除く。）に電話で申込　

※	申込初日のみ１回の電話で２人ま
で受付

※定員になりしだい締切
※	参加費は当日おつりのないように
持参

※キャンセルの場合はかならず連絡
申 問いきいき広場内日本福祉大学
　高浜事業室
　☎０９０－６５９２－１５７３

ふらっとカレッジやってみりん講座
日 場すまいる知っ得ゼミ…下表
　買い物ツア－…11月８日（土）
　健康自生地ツア－…11月22日（土）
※詳しくは問い合わせてください。
費無料
　（一部のゼミで材料費負担あり）
申10月１日（水）より電話で申込
※定員になりしだい締切
問高浜商店振興会
　（商工会内）
　☎５３‒１８２７

店舗名 日時 ゼミ名

魚　松 11月1日（土）
10:00～（60分）

職人の技で旬の魚をもっと美味
しく食べよう！

米友カメラ
トップ１

11月1日（土）
14:00～（60分） 初心者のためのカメラ講座

ミツバトヤ 11月9日（日）
10:00～（60分） 親子で学ぶ♪漢方ライフ

宝石	時計	メガネ	補聴器
十字堂

11月9日（日）
13:30～（30分） 正しい真珠の選び方

美容室
しらうめ

11月9日（日）
14:30～（60分）

プロが教える自分でできる前髪
カットとシャンプ－のコツ

ビ－ポイントふじ 11月15日（土）
10:00～（90分） お花のモチ－フ編み

友整体院＆ビュ－ティ
ケアショップ

11月15日（土）
13:30～（60分）

手作りアロマウォ－タ－または
デコグッズ装飾体験

とんかつ懐石
こざくら

11月15日（土）
16:00～（30分）

お肉を柔らかくするマル秘テク
ニック

岩月ふとん店 11月16日（日）
10:00～（30分） 質のよい眠りのお話し

メガネ	宝石	時計	補聴器
カワスミ

11月16日（日）
14:00～（30分）

カワスミ姉妹のメガネや時計な
どの豆知識

手作りパンのお店
スカイラ－ク

11月16日（日）
15:00~（60分） パン屋のぶっちゃけ話

美酒良酒
マルア

11月16日（日）
19:00～（60分） 今更聞けない日本酒の基礎知識

衣料ショップ
竹　内

11月30日（日）
14:00～（60分） 子どもの制服お手入れ講座

御菓子司
松鶴園	本店

11月30日（日）
15:30～（60分） 季節の和菓子にふれてみよう！

浮世絵の美
平木コレクション特別公開

館、翌日休館）
場岡崎市美術博物館
　（岡崎市高隆寺町字峠1番地）
内	重要文化財、重要美術品145点
を展示

費一般1,000円
　小中学生500円
※	各種障がい者手帳の交付を受けて
いる方とその介助者は無料

問岡崎市美術博物館
　☎０５６４‒２８‒５０００

「すまいる知っ得ゼミ」
参加者募集
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催し
集募

日時
場所
内容
募集対象･人数
持ち物
費用

主催
講師
その他
申込先･申込方法
問合せ先

◆初級者電動ロクロ教室③（全８回）
日

・Ａコース（木・金曜日）
　	11月６日（木）・７日（金）・13日（木）・
14日（金）・20日（木）・21日（金）、
12月５日（金）、１月４日（日）の全８
回

・Ｂコース（土・日曜日）
　	11月８日（土）・９日（日）・15日（土）・
16日（日）・22日（土）・23日（日･祝）、
12月６日（土）、１月４日（日）の全８
回
　	午後１時30分～４時（最終日の
み午前９時30分～正午）

場かわら美術館　２階陶芸創作室
　（最終日のみ講義室）
募各コース14人（先着順）
費8,900円
申	10月７日（火）午前９時よりミュ
ージアムショップまたは、ファク
ス、ホームページで受付
※最終回に修了証を発行

日10月12日（日）　午前９時～
場中央公民館（市民センター）ホール
※	中央公民館駐車場は混雑が予想さ
れます。車の乗り合わせまたは公
共交通機関でお願いします。
　　＊　　　＊　　　＊　　
　開会式終了後、体育センターや市
内グランド、学校体育館などで各種
の競技が行われます。
　皆さんの声援をお願いします。
問・たかはまスポーツクラブ
　　（体育センター内）
　　☎５２－９５３７
　・□市文化スポーツグループ
　　☎５２－１１１１（内線330）

かわら美術館陶芸教室
高浜ふれあいプラザで体験してみませんか！！

プリザーブドフラワー
アレンジメント教室

　プリザーブドフラワーは、水や
りや手入れの必要がなく、美しい
花姿が長い間、楽しめます。
日１１月８日（土）
　午前10時～正午
募15人（先着順）
持	はさみ、ピンセット、新聞紙２
枚、持ち帰り用袋

費2,000円（材料代）
講杉浦はるみ氏
申	10月４日（土）午前10時から電
話にて氏
名、住所、
電話番号
を連絡

認知症サポーター養成講座

　認知症について理解し、認知症
の方へどのように接したらよいか、
困っているときは、どのように手
助けしたらよいかを学びましょう。
日10月30日（木）
　午前10時～11時
募30人
費無料
講高浜地区キャラバン・メイト
申	電話、ファクスで申込（当日参
加可）

申込・問合せ先　高浜まちづくり協議会（午前９時～午後５時）
☎ ８７－９１１２

◆来年の干支『未』づくり
日11月３日（月・祝）
　午後１時30分～４時
場かわら美術館　２階陶芸創作室
募30人（先着順）
費高校生以上1,100円
　中学生以下500円
申	10月３日（金）午前９時よりミュ
ージアムショップまたは、ファク
ス、ホームページで受付
　　　＊　　　＊　　　＊　　　　
問かわら美術館
　☎５２－３３６６
　 ５２－８１００

第44回 高浜市民体育大会
総合開会式
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９月７日
総合防災訓練
　午前７時30分「震度７の地震が発生」という想定で防災訓練が市内全域でスタート。各家庭の安否を知らせ
るタオルがけ訓練を皮切りに、地域ごとに消火・救出訓練、避難所開設訓練などが行われました。今年のモデ
ル地区である吉浜小学校区では、小学校を会場に、避難者名簿記入訓練・簡易水槽給水訓練・バケツトイレ使
用訓練・情報伝言板記入訓練などが実施されました。
　南中学校の生徒も大勢参加し、避難誘導や伝令役を担い、若い市民としての頼もしさを発揮していました。
全力疾走で拠点に向かう姿を見た方も多いのでは？
　しかし、実際に幼児や高齢の方と移動したり、非常用の資器材を手にする中で、参加した方々からは「思っ
たより大変だね。」「本当の災害の時に落ち着いてできるかな。」という声も聞こえてきました。家庭での備蓄や
耐震など自助の課題とあわせ、再度地域の防災を考える機会になりました。力をあわせて災害に強いまちにし
ていきましょう !



29　  ■ ■ ■ ■ 広 報 た か は ま 　H26.10.1

クローズアップ
インタビュー

子どもたちの
がんばりに拍手 !!

　８月19日～25日、高浜高校３年生の後藤光平さん（湯山町）が、上
山奨学財団による愛知県内普通科高校生海外（中国）派遣事業（平成の遣
中使）のメンバーとして19人の応募者の中から選ばれ、総勢８人で中国
を訪問しました。南京、無錫、蘇州、上海を訪れ、各地の名所を見学し、
南京外国語学校の生徒と交流しました。

今回の訪問を終えて、感じたことは？
　	　日本のよさに改めて気づきました。水道水が飲めたり、道にごみがなかっ
たり、ふだん当たり前だと思っていることがいかに素晴らしいことか気づか
されました。

印象に残っていることは？
　	　南京外国語学校の生徒さんは友好的で優しくて、英語がわからないと、や
さしい言い回しで話してくれました。

　	　また、スーパーでレジの場所がわからず、近くの人に聞いたら親切にその場所まで案内してくれ、とてもう
れしかったです。食の安全に関する最近の報道を見て、行く前は正直心配な面もあったのですが、実際はいい
人が多くて安心しました。

将来の夢は？
　	　消防士になりたいです。ハイパーレスキュー隊に憧れています。中国訪問のために、中国語や英語も勉強し
ましたし、将来は、国際的な感覚も持って仕事ができたらと思います。

　今年の夏も、高浜市の子どもたちは各地で
大活躍！表敬訪問では、吉岡市長を囲んで明
るい笑い声がはじけました。「高浜市」の名前
を背負って、スポーツに、弁論に、そして遠
くの子どもたちとの交流にと、力いっぱい取
り組んだピカピカの笑顔です。　
　これからも活躍を期待しています！

▲ 7/16 訪問 中部日本卓球選手権出場
　 久富祥貴さん（高小）、酒井彩名さん（取小）、

中尾桃華さん・西島章朗さん・西島暖華さん・
星野真琴さん（港小）、山本りえるさん（翼小）

▲ 8/13 訪問 
　世界ジュニアゴルフ選手権出場
　杉浦悠太さん（高中）

▲  8/28訪問 
　 野球の第2回

韓国釜山国際
親善試合に東
海選抜チーム
で出場

　牛田雄大さん
　（高中）

▲ 8/28 訪問 とびうお杯出場
　望月琢磨さん（翼小）

▲ 8/20 訪問 こども防災リーダー被災地訪問報告

▲ 8/28 訪問
　第 19 回ディベート甲子園全国大会 3 位
　野々山陽さん、中野朝日さん、鈴木亜美さん（高中）
　※たかはま夢・未来塾ディベートクラブ

▲高浜高校村松校長、後藤さん、市長

▲南京外国語学校での交流会

高校生も
がんばって

ます
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　８月31日、㈱おとうふ工房いしかわ（石川伸代表
取締役）より、会社の夏祭りの売り上げの一部から
食育事業に寄附をいただきました。
　これまでも同社の寄附により、子どもたちが楽し
く食育を学べるようにカワラッキーの指し棒を作り、
市内全校で活用しています。感謝とともに今後も食
育の充実をめざします！

　カワラッキーフレンズのレストラン “Omi”（青
木町）が “ 菜食健美　美卯 ”（湯山町）と食育講座
「手作りバター体験」を行いました。
　愛知県産の生クリームと牛乳に塩を加え、音楽
にのって親子でふり続けました。できたてのバ
ターはカフェ＆ベーカリーふるふるの食パンに
塗って試食しました。
　参加者は乳牛の一生に
ついても学び、バターを
大事そうに持ち帰ってい
きました。

高浜市子育て支援ネットワーク
〜子育て支援情報を活用してください〜

食育協力隊カワラッキー
フレンズ登録企業より
食育事業に寄附

カワラッキーフレンズが
「手作りバター体験」開催

　子育て中の家庭が利用できる市内の施設や行事、
サービスなどの情報をウェブ上でお知らせしています。
親子で遊べるイベント、お母さんのリフレッシュに
ぴったりな託児付き講座、各種相談窓口なども紹介し
ています。
　行事予定は、年齢ごとに３つに分けて掲載しており、
メールマガジンでも定期的に配信していますので、ぜ
ひ、登録して活用してください。

 メールマガジンの登録方法

 ホームページアドレス

　下記ＱＲコードか、ホームページから登録できます。
〈メールマガジンＱＲコード〉

http://www.takahamashi.com/（PC版）
http://www.takahamashi.com/sp/（スマートフォン版）
http://www.takahamashi.com/m/( モバイル版 )

〈ホームページＱＲコード〉

〈０～２歳児〉

（スマートフォン版）

〈３～５歳児〉

指し棒だよ！

〈小・中学生〉

( モバイル版 )

問合せ先　レストランＯｍｉ☎ 52-6566
　　　　　菜食健美　美卯　☎ 91-4594

牛さん
ありがとう
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　児童手当・特例給付の10月定期支給分を10月10日
（金）に、あらかじめ指定された受給者名義の金融機関口座
に振り込みます。
　今回支給する手当は、平成26年6月から9月までの４か
月分です。
　今回の振り込みに先立ち、個別に「支払通知書」を送付し、
今後の支給額についてお知らせします。支給額に変更のな
いかぎり、２月の支給では個別の通知を行いませんので、
預金通帳などで入金を確認してください。

子
育

育
ち

て子

材料（4人分）
　	大根120g、胡瓜40g、りんご80g
　	Ａ（醤油小さじ１、りんご酢大さじ１、砂糖小さ
じ２、ごま油小さじ１）	

作り方
　①大根、胡瓜、りんごは太めの千切りにする。
　②大根と胡瓜は、好みの固さにゆでて水気をしぼる。
　③Ａを混ぜ合わせ、②とりんごを和える。

児童手当・特例給付を支給します

　こども食育マスコットキャ
ラクターのかわら食人カワ
ラッキーが、保育園で子ども
たちが食べている給食やおや
つの作り方の一部を紹介しま
す。家庭でも簡単にできます。
ぜひ、お子さんといっしょに
作ってみてください。

市役
所こ
ども
育成
グル
ープ

から
、子
育ち
・子
育て
支援

に関
する
情報
を毎
月１
日号

で、
お知
らせ
しま
す。

問合せ先　□市 こども育成グループ
　　　　　☎ 52－1111
　　　　　　（内線362）

支援情報

№ 113

B.Z さんのエピソードです。

◆　大根とりんごの和え物

　りんごの旬は、秋から冬。
りんごの放出するエチレンガ
スは、果物を熟す働きがある
ので、固いキウイや青いバナ
ナといっしょに袋に入れると
早く食べごろになるよ。
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　お祭りといえば、この味が食べたくなる人も多いのでないだろう
か。さまざまな具材が色とりどりに飾られ、すし飯がぎっしり詰まっ
た箱ずしは、目もお腹も満たされるこの地方ならではのお祭りのご
ちそうだ。具材の種類や味付け、すし酢の配合、すし飯にもち米を
入れるかどうかなど、家庭によって味が違う。
　「昔は、お祭りの当日は朝３時に起きて、お客さんが持って帰れる
ように、箱ずし以外にも稲荷ずしや巻きずしなどごちそうをたくさ
ん作ったの。だから、お祭りを見に行けたことがなかったのよ。」と、
昔ながらの道具で作って見せてくれた都築律子さん。
　いっしょに箱ずしをよく作るという加藤利江さんは、「今は、箱に
詰めるときラップという便利なものがあるけど、昔は、作る前日に、
ハランを庭から取ってきて、洗うところから始めたの。お祭りの用
意をするのはとっても大変だったのよ。」と語る。
　当時の台所の慌ただしい光景が目に浮かんでくる。
　箱ずしの作り方は、まず木箱にすし飯を詰めたあと、斜めに具材

を並べていく。そのあと蓋をして、木組の枠に、箱を重ねて並べる。そのあと、上から三角のツメを差してしっ
かりと押してから、数時間置いて完成である。押すときには、力がいるので男の人も手伝ったそうだ。
　今では、手間暇かかる箱ずしは、家庭ではなかなか作らなくなってしまった。「舟」と呼ばれる箱ずし用の木組
みのセット自体も、手に入らないとのこと。伝統のごちそうをなくさないよう、味を守っていく必要がありそうだ。

早期配布にご協力ください。

【第 19 回】

箱ずし

お祭りのごちそうは
　代々伝わる伝統の味

広
報

「舟」

ハラン

三角のツメを差すところ


